
春の火災予防運動 

あぶないノ 

消し忘れ、切り忘れ 

◇寝たばこ・歩きたばこはやめ
てください 

◇地域ぐるみの防火総点検をし
てください 

◇日本全国で昨年中に 702億円
が灰になりました 

●

っ
か
リ

マ
マ
さ
ん
 

議
て
い
る
間
に

ち
，
つ
と
お
使
い
 

I
・
ーそ
れ
が

大
●
な
事
飲
の
 

‘
と
 

4月1日から、市役所の 

執務時間が変わります 

△平日は8時半～16時45分です

△ただし、12時～に時 45分は

昼休みです 

△土曜日は12時15分までです 

広
 

市
 

原
 

（青森県） 五 所 

f
・
 

市
で
は
、
昭
和
四
十
一
年
か
 

ら
、
毎
年
、
新
年
度
の
市
予
算

編
成
に
あ
た
っ
て
広
く
市
民
の

要
望
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
各

支
所
ご
と
に
行
政
懇
談
会
を
開

い
て
き
ま
し
た
が
、
第
六
回
の
 

こ
と
し
も

一
一月
一
一十

八
日
か
ら

三
月
四
日

ま
で
、
行

政
連
絡
員

町
内
会
長

部
落
会
長

民
生
児
童

委
員
、
納

税
貯
蓄
組
 

合
長
、
国
 

民
年
金
納

入
組
合
長

消
防
団
幹

部
、
青
年

団
・
婦
人

会
・
社
会

福
祉
協
議
 

会
な
ど
の

役
員
、
そ
 

れ
に
地
区
選
出
市
議
会
議
員
を
 

含
め
広
く
市
政
各
ジ
ヤ
ン
ル
の
 

代
表
を
招
い
て
開
き
ま
し
た
。
 

懇
一
会
は
、
各
会
場
と
も
、
 

ま
ず
、
佐
々
木
市
長
か
ら
、
市

政
の
四
本
の
柱
で
あ
る
、
①
行

財
政
と
民
生
の
安
定
、
②
産
業

経
済
の
振
興
、
③
教
育
施
設
の

整
備
充
実
，
④
都
市
施
設
の
整

備
拡
充
に
基
づ
い
て
予
算
を
編

成
す
る
む
ね
の
基
本
方
針
を
明

ら
か
に
し
た
あ
と
、
出
席
者
か

ら
の
質
間
と
要
望
、
担
当
課
長

の
答
弁
、
最
後
に
佐
々
木
市
長

か
ら
総
括
説
明
を
行
な
い
ま
し

た
。
 

こ
の
な
か
で
佐
々
木
市
長
は
 

「
豊
か
で
楽
し
い
市
民
生
活
」
 

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
四
本
の
柱

に
つ
い
て
、
主
と
し
て
 

①
行
財
政
と
民
生
の
安
定

市
民
税
の
税
率
を
今
年
度
の

一
・
二
倍
型
か
ら
標
準
税
率
の

一
・
〇
倍
型
に
引
下
げ
、
約
千

四
百
万
円
の
減
税
を
し
た
い
。
 

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を

引
上
げ
な
い
で
据
置
き
し
た
い

こ
れ
ら
の
減
税
を
し
て
も
広

域
行
政
圏
補
助
金
の
一
人
あ
た

り
千
三
百
円
、
道
路

一
M
あ
た

り
三
十
円
が
交
付
税
と
し
て
配

分
さ
れ
る
の
で
、
才
入
不
足
な

ど
の
問
題
は
な
い
と
思
う
。
 

②
産
業
経
済
の
振
興
 

転
作
す
る
に
は
当
然
暗
渠
排

水
が
伴
う
の
で
、
暗
渠
排
水
一

反
歩
に
つ
き
一
万
円
の
補
助
金

を
市
独
自
で
出
し
た
い
。
 

③
教
育
施
設
の
整
備
充
実

七
和
中
学
校
と
長
橋
中
学
校

を
合
併
し
て
、
両
学
区
の
中
間

に
市
立
第
二
中
学
校
を
建
設
し

た
い
。
昭
和
四
十
六
年
度
は
土

地
買
収
や
基
礎
設
計
し
、
昭
和

四
十
七
年
度
に
着
工
し
た
い
。
 

津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
内

に
県
立
少
年
自
然
の
家
が
建
設

中
で
今
夏
完
工
の
予
定
だ
が
、
 

こ
れ
ら
に
関
係
し
た
道
路
を
立

派
に
充
実
さ
せ
た
い
。
県
立
少

年
自
然
の
家
は
、
全
国
で
四
か

唖
建
て
ら

れ
て
い
る
も
の
で

文
部
省
が
東
北
北
海
道
地
域
と

し
て
青
森
県
に
決
め
、
青
森
県

が
当
市
に
建
設
を
決
め
た
も
の

で
あ
る
。
県
内
の
小
中
児
童
生

徒
約
三
十
万
人
が
文
字
ど
お
り

連
日
研
修
す
る
も
の
で
、
完
工

す
れ
ば
県
職
員
が
十
数
名
常
勤

す
る
。
 

④
都
市
施
設
の
整
備
拡
充

市
道
は
今
年
度
の
四
倍
の
予

算
の
約
一
億
円
で
穂
極
的
に
整

備
し
た
い
。
 

と
い
う
よ
う
に
、
新
年
度
の

市
予
算
編
成
の
構
想
を
発
表
し

ま
し
た
。
 

◇
こ
ん
な
要
望
が
 

あ
り
ま
し
た
 

ま
た
、
出
席
者
か
ら
出
た
要

望
を
件
数
の
多
い
順
に
並
べ
る

と
、
道
路
の
補
修
4
6件
、
消
防

関
係
2
5、
用
排
水
・
下
水
道
の
 

改
修
2
3、
学
校

関
係
1
8、
減
反

を
主
と
し
た
農

業
問
題
1
4、
ご

み
処
理
関
係
1
4
 

通
学
路
や
歩
道

を
主
と
し
た
交

通
安
全
1
3、
防

犯
灯
の
補
修
1
1
 

橋
の
補
修
1
0、

 

市
民
プ
ー
ル
の

建
設
な
ど
社
会

体
育
関
係
9
、
 

遊
園
地
の
整
備
 

7
、
新
市
域
の

水
道
敷
設
6
、
 

除
雪
5
、
そ
の

他
3
9件
で
し
た
 

加
日
は
R
A
B
テ
レ
ビ

を
ご
覧
く
だ
さ

い
 

市
で
は
毎
年
新
学
期
に
保
育

所

（
園）
や
小
学
校
に
入
所

（
 

園
）
学
す
る
子
ど
も
た
あ
に
安

全
帽
を
お
く
っ
て
き
ま
し
た
が

こ
と
し
は
黄
色
い
ベ
レ
ー
帽
を

お
く
り
ま
す
。
 

こ
と
し
は
保
育
所

（
園）
千

三
百
六
十
人
、
小
学
校
九
百
九

十
人
、
併
わ
せ
て
二
千
三
百
五

十
人
分
、
単
価
三
百
四
十
円
、
 

七
十
九
万
九
千
円
で
購
入
し
た

も
の
で
す
。
 

こ
の
ペ
レ

ー
は
、
こ
れ
か
ら

行
な
わ
れ
る
入
所

（
園
）
式
や

入
学
式
に
お
く
ら
れ
ま
す
が
、
 

去
る
一
日
、
 一
足
早
い
野
里
小

校
の
一
日
入
学
と
交
通
安
全
教

室
で
も
お
く
り
ま
し
た
。
 

な
お
、
こ
の
よ
う
す
は
、
三

月
二
十
八
日
 
（
日
）
 
の
朝
八
時

四
十
五
分
か
ら
九
時
ま
で
、
R
 

A
B
青
森
放
送
テ
レ
ビ
 
「県
政

の
窓
」
 
で放
映
さ
れ
ま
す
。
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約1.400万円を減税します 
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② 

公
職
選
挙
法

の
一
部
改
正
に

よ
り
、
不
在
者

投
票
制
度
は
、
 

次
の
よ
う
に
大

巾
に
変
わ
り
ま

し
た
。
 

改
正
の
要
点

は
、
今
ま
で
は

市
外
で
の
職
務

ま
た
は
業
務
に
 

従
事
中
の
と
き
の
み
不
在
者
投

票
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
市

内
の
投
票
区
外
で
の
職
務
ま
た
 

今
ま
で
の
各
種
の
選
挙
の
時

に
は
、
有
権
者
の
皆
さ

r
、
 

投
票
場
の
入
場
券
を
投
票
場
に

持
っ
て
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
が
、
前
に
も
二
回
に
わ
た

り
チ
ラ
ツ
で
毎
戸
に
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
よ
う
に
、
 一
月
行
な

わ
れ
ま
し
た
知
事
選
挙
か
ら
、
 

入
場
券
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た

入
場
券
が
な
く
て
も
今
ま
で
ど

お
り
自
分
の
投
票
し
て
お
っ
た

投
票
場
に
行
っ
て
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。
投
票
場
で
は
、
入
場

券
に
か
わ
る
番
号
礼
を
発
行
し

ま
す
。
 

な
お
、
投
票
場
お
ょ
び
区
域

は
次
の
と
お
り
で
す
か
ら
間
違

わ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
 

ま
た
、
市
内
に
て
の
転
居
届

を
未
だ
し
て
い
な
い
人
は
、
大

至
急
、
市
民
課
に
届
け
て
く
だ

さ
い
。
 

◇
五
所
川
原
一
区
 

市
民
文
化
会
館
 

東
町
・
布
屋
町
・
弥
生
町
・

寺
町

・
岩
木
町
・
本
町
・
大
町

旭
町
・
川
端
町
・
鎌
谷
町

（烏

森
・
ー
ッ
谷
）
 

◇
五
所
川
原
二
区
 

五
所
川
原
小
学
校
 

下
平
井
町
・
中
平
井
町
・
平

井
町
・
上
平
井
町
・
さ
つ
き
町

雛
田
・
東
雲
町
・
敷
島
町
・
長

橋
（
橋
本
）
・
新
宮
町
・
末
広

町
・
柏
原
町
・
幾
島
町

・
錦
町
 
 

は
業
務
に
従
事
中
で
あ
っ
て
も

不
在
者
投
票
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で

は
、
不
在
者
投
票
の
と
き
は
必

ら
ず
事
業
主
や
市
町
村
長
あ
る

い
は
官
公
庁
の
長
の
証
明
書
が

必
要
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

証
明
書
が
不
用
と
な
り
、
宣
誓

書
制
度
の
採
用
な
ど
選
挙
人
の

利
便
が
大
巾
に
改
善
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
ご
気
軽
に
不
在
者
投

票
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

関
係
用
紙
は
市
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
あ
り
ま
す
。
 

◇
五
所
川
原
三
区
 

南
小
学
校
 

栄
町
・
田
町
・
平
和
町
（
日
 

ノ
出
町
）
・
元
町
・
成
田
町
・
 

柳
町
・
新
町
 

◇
栄
一
区
 

栄
中
学
校
 

七
ッ
館

・
広
田
・
梅
田
の
一
 

部
 

◇
栄
二
区
 

栄
小
学
校
 

姥
や
ち

（
猫測
・
三
ッ
谷
）
 

稲
実
 ◇

栄
三
区
 

湊
集
会
所
 

湊
・
千
鳥
町
 

◇
中
川
一
区
 

中
川
支
所
 

長
橋
（
中
泊
・
広
野
・
藤
島
 

）
・
川
山
・
種
井
 

◇
中
川
二
区
 

沖
飯
詰
小
学
校
 

沖
飯
詰

・
桜
田
 

◇
中
川
」
図
 

田
川
小
学
校
 

田
川
 

◇
松
島
一
区
 

松
島
支
所
 

吹
畑
・
《米
田

・
石
岡

・
漆
川
 

馬
性
・
二
本
柳
・
唐
笠
柳
 

◇
松
島
二
区
 

水
野
尾
集
会
所
 

水
野
尾
 

◇
松
島
」
図
 

金
山
集
会
所
 

金
山

（
悪
戸
・田
中

・
野
崎
 

川
代
田
・
宮
田
）
 
 

◇
松
島
四
区
 

一
野
坪
小
学
校
 

一
野
坪

（石
畑
・
中
村
・
前
 

や
ち
）
・
太
刀
打
（
尻
無
・
桃
 

崎
）
・
十
川
町
 

◇
松
島
五
区
 

松
島
会
館
 

松
島
町
・
田
園
調
布
 

◇
三
好
一
区
 

公
民
館
高
瀬
分
館
 

高
瀬
 

◇
三
好
二
区
 

三
好
中
学
校
 

鶴
ケ
岡

（
福
井
）
 

◇
三
好
三
区
 

藻
川
小
学
校
 

藻
川
 

◇
飯
詰
一
区
 

飯
詰
支
所
 

興
隆
・
朝
日
七坂
上

・
南
新
 

北
新
・
中
町
・
下
町

・
伝
助
町
 

新
町
・
大
町
・
沢
田

・
白
旗
・
 

清
野
・
福
泉
 

◇
飯
詰
二
区
 

公
民
館
飯
詰
分
館
 

南
下
町

・
中
下
町
・
中
下
村
 

北
下
村
・
大
日
町
・
大
正
町
・
 

皆
瀬

・
福
泉

・
味
喰
ケ
沢

・
五
 

本
松

・
影
日
沢
・
寺
町
・
下
岩
 

崎
・
上
町
・
西
岩
崎
・
長
坂
・
 

下
村

・
石
田
 

◇
長
橋
一
区
 

野
里
小
学
校
 

野
里
・
神
山

・
福
山
・
豊
成
 

◇
長
橋
二
区
 

松
野
木
小
学
校
 

松
野
木

（
大開
・
福
岡

・
若
 

山
）
 ◇

長
橋
三
区
 

浅
井
集
会
所
 

浅
井
 

◇
長
橋
四
区
 

戸
沢
集
会
所
 

戸
沢

（石
田
坂
・
平
町
）
 

◇
毘
沙
門
一
区
 

毘
沙
門
小
学
校
 

毘
沙
門
 

◇
毘
沙
門
一
区
 

長
富
集
会
所
 

長
富
 

◇
七
和
一
区
 

羽
野
木
沢
小
学
校

《
 

原
子
・
羽
野
木
沢
 

◇
七
和
二
区
 

公
民
館
高
野
分
館
 

高
野
・
持
子
沢
 

◇
七
和
「
図
 

旧
前
田
野
目
小
学
校
 

前
田
野
目
 

◇
七
和
四
区
 

公
民
館
俵
元
分
館
 

俵
元
・
原
子
（
紅
葉
）
 

◇
梅
沢
一
区
 

梅
沢
支
所
 

梅
田
 

◇
梅
沢
二
区
 

中
泉
集
所
 

中
泉
 

◇
小
曲
 

小
曲
集
会
所
 

小
曲
 

市
民

児

協
会
長

に
 

小
山
田

さ
ん

を
再
選
し
 

ま
し

た
 

市
民
生
児
童
委
員
連
絡
協
議

会
は
、
二
月
九
日
、
市
中
央
公

民
館
で
、
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
て
い
る
、
市
内
の
九
十
人

の
民
生
児
童
委
員
が
出
席
し
て

総
会
を
ひ
ら
き
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
役
員
を
決
め
ま
し
た
。
 

会
長
小
山
田
鳳
隆
（
末
広
町
 

）
、
副
寺
田
清

（鎌
谷
町
）
、
 

野
呂
金
八
郎

（
藻川
）
、
理
事

坂
本
憲
泰

（錦
町
）
、
前
田
つ

な

（
十川
町
）
、
鶴
谷
や
な

（
 

布
屋
町
）
、
伊
香
常
雄

（
本
町
 

）
、
伊
藤
健
四
郎

（
原子
）
、
 

片
岡
勝
雄

（
福
岡）
、
前
田
幸

一
（梅
田
）
、
蝦
名
誠
一

（
七

ッ
館
）
、
佐
藤
甚
一

（米
田
一

大
久
保
良
夫
（
飯
詰
）
、
秋
田

留
作

（川
山
）
、
太
田
善
七
（
 

長
富
）
、
監
事
寺
田
ま
つ
（
石

岡
）
、
小
山
内
清
祐

（
松野
木
 

）
高
橋
勝
四
郎

（
唐笠
柳
）
。
 

A
T
V
青
森

テ
レ

ビ
を

ご

覧

く
だ

さ

い
 

市
で
は
、
四
月
か
ら
毎
月
第

一
日
曜
日
の
朝
七
時
五
十
五
分

か
ら
八
時
ま
で
の
間
、
定
期
が

に
市
政
広
報
タ
イ
ム
を
つ
く
り

ま
し
た
。
 

毎
月
第

一
日
曜
日
の
朝
ば

3
8
 

チ
ヤ
ン
ネ
ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い

四
月
は
四
日
で
す
。
 

不在者投票制度が

変わりました 

投
票
場
の
入
場
券
が
廃

止
に
な
り

ま
し
た
 

1

?
 

?
 

.
 

一
 



会
 

‘
ー
 
柔
道
・
剣
道
 

浮
 
館

弓
道
の
愛
好
者

見
 

ー
 
‘
、ユ
‘
『
ゴ女
ニ
「
 

上
一
 
会
 
お
ょ
び
、
多
く
 

紙

④
 
の

市
民
待
望
の

臓
 
道

道
場
で
、
岩
木

有
 
三
 

川
の
ほ
と
り
に

市
 

旧
五
所
川
原
中

学
校
の
約
三
分
の
ー
を
改
築
し
 

た
も
の
で
す
。
 

建
築
面
積
千
三
百
六
十
六
平

方
督
、
五
百
十
八
万
四
千
円
の

経
費
を
要
し
、
昭
和
四
十
四
年

八
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
 

一
階
は
、
事
務
室
・
管
理
人

室
・
シ
ャ
ワ
ー
室
・
柔
道
場
・

剣
道
場
・
各
控
室
で
、
二
階
は
 

全
国
に
誇
る
屋

内
弓
道
場
・
合

宿
室
・
会
議
室

な
ど
で
、
最
近

は
、
子
ど
も
た

ち
、
特
に
女
子

の
利
用
者
が
多

く
、
朝
は
六
時

頃
か
ら
夜
は
九

時
頃
ま
で
、
文

字
ど
お
り
連
日

元
気
な
激
し
い

気
合
い
が
き
こ

え
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
三
道

の
用
具
お
ょ
び

館
内
の
調
度
品

は
、
三
道
の
愛

好
者
か
ら
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
 

③
 

、

，
 

,
 

日本ーのサイクリング

コースをつくります 

市
教
育
委
員

会
は
、
佐
々
木

市
長
の
提
案
に

よ
り
毎
日
曜
日
 

を

「
太
陽
と
子

ど
も
の
日
」
 
に

定
め
て
い
ま
す

が
毎
年
同
好
者

の
主
催
で
行
な

わ
れ
て
い
た
市
 

民
サ
イ
ク
リ
ン
 

グ
も
、
 

 
昨
年
の
第
四
回
大
会
は

太
陽
と
子
ど
も
の
日
の
運
動
に

の
っ
と
り
、
市
教
育
委
員
会
が

主
催
し
盛
会
で
し
た
。
 

こ
の
と
き
、
市
学
ィ
ク
リ
ン

グ
協
会
結
成
の
話
が
も
ち
あ
が

り
種
々
検
討
し
て
い
ま
た
が

こ
の
程
ょ
う
や
く
準
備
が
整
い

市
中
央
公
民
館
で
五
十
一
人
を

」一

も
っ
て
結
成
し
役
員
を
次
の
よ

う
に
決
め
ま
し
た
。
 

名
誉
会
長
佐

A木
栄
造

（
市

長
）
、
会
長
成
田
不
二
夫
（
栄

町
）
、
副
会
長
境
谷
正
一

（岩
 
 

木
町
）
、
理
事
長
三
国
日
出
夫
 

（柳
町
）
、
理
事
木
村
貞
三

（
 

上
平
井
町
）
、
鳴
海
文
一

（
七

ッ
館
）
、
菊
池
正
幸
（
大
町
）
 

佐
々
木
清
広
（
布
屋
町
）
、
小

田
桐
一
夫
（
敷
島
町
）
、
幡
野

善
保

（
下
平
井
町
）
、
境
谷
正

規

（岩
木
町
）
、
葛
西
正
明

（
 

柳
町
）
、
神
正
良

（
平
和
町
）
 

監
事
小
山
内
有
義

（
布
屋
町
）
 

沢
田
武
美
（
栄
町
）
、
事
務
局

長
菊
地
富
美
雄

（平
和
町
）
。
 

な
お
同
会
で
は
、
市
民
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
積
極
的
に
行
な
う

ほ
か
、
職
場
単
位
ま
た
は
町
内

単
位

4
ィ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

の
結
成
促
進
や
自
転
車
の
乗
り

方
講
習
会
な
ど
を
行
な
う
こ
と

を
決
め
、
・
ま
た
、市
長
室
で
行

な
わ
れ
た
第
二
十
一
回
り
ん
ご

ジ

ユ
ー
ス
の
集
い
で
は
市
民
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
つ
く
る

こ
と
を
市
長
に
陳
情
し
ま
し
た

が
、
佐
々
木
市
長
は
、
津
軽
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
・
馬
の
神
山
 
 

不
動
公
園
な
ど
を
め
ぐ
る
日
本

一
の
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
 

ス
を
、
た
る
べ
く
早
く
つ
く
る

こ
と
を
約
東
し
ま
し
た
。
 

ま
た
同
会
で
は
、
更
に
新
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
希

望
者
は
市
教
育
委
員
会
社
会
体

育
係
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
 

た
 
第
四
回

し
 
市
内
少
年

ま
 
ス
キ
ー
大

叱
 
会
は
、

一
 

軸
雛
認
 

け

月
「
干
一

参
 
目
ー
ジ
ーー
い
 

日
に
、
市
 

少
 
ス
キ
ー
場

の
 
で
行
な
わ
 

く
 
れ
ま
し
た

多
 

ぐ
ミ

L
 

】
 」
 

ー
 ノ
 
，

ー
 

畑
誘
討
 

一
 
の成
田
弘

キ
 
三
本
部
長
 

ス
 
と
市
子
ど

も
会
育
成
団
体

連
合
会
の
浅
利

政
一
会
長
が
挨
拶
し
た
あ
と
佐

々
木
市
長
か
ら
励
ま
し
の
こ
と

ば
が
あ
り
、
昨
年
リ
レ
ー
優
勝

の
湊
ス
ポ

ー
ッ
少
年
団
か
ら
優

勝
旗
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。
 

競
技
は
、
市
ス
キ
ー
協
会

（
 

青
山
詞
一
会
長
）
 
の主
管
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
が
、
百
二
十
人

と
い
う
予
想
外
に
多
く
参
加
し

た
た
め
、
距
離
・
み
か
ん
拾
い

猿
す
べ
り
の
三
種
目
を
や
め
、
 

回
転
と
リ
レ
ー
だ
け
行
な
っ
た

結
果
、
各
種
目
の
優
勝
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。
 

◇
男
子
、
三

・
四
年
成
田
孝

幸
（
羽
野
木
沢
）
、
五

・
六
年

平
山
秀
直

（
布
屋町
）
、
中
学

沢
田
君
雄

（
福
岡）
。
◇
女
子

三

・
四
年
小
関
と
し
子

（
大
町
 

）
、
五

・
六
年
間
山
け
い
子

（
 

同
）
。
◇
リ
レ
ー
ー
位
大
町
、
 

二
位
湊
、
三
位
毘
沙
門
あ
さ
ひ
 

救

急
車
は
ピ
ー
ポ
ー
 

と
鳴
り

ま
す
 

今
ま
で
の
救
急
車
の
サ
イ
レ

ン
は
、
電
力
音
で
火
事
と
間
違

い
や
す
い
た
め
、
こ
の
程
、
全

国
い
っ
せ
い
に
、
電
子
音
の
、
 

「
ピ
ー
ポ
ー
」
 
に改
め
ら
れ
ま

し
た
。
 

田
町
栄
町

で
も

子
と
も

会
の
育
成
会

を
つ
く
り
 

ま
し

た
 

市
青
少
年
室
は
、
各
町
内
会

や
部
落
会
に
対
し
、
子
ど
も
会

の
正
規
な
育
成
会
の
結
成
を
、
 

常
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
 

田
町
栄
町
町
内
会
で
も
、
二
月

八
日
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
子
ど
も

会
の
世
話
人
を
決
め
、
正
規
の

育
成
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
 

会
長
成
田
誠
一
、
委
員
一
戸

正
光
、
同
小
野
工
、
同
対
馬
友

光
、
書
記
宮
崎
み
つ
車
、
会
計

片
山
喜
十
郎
、
以
下
世
話
人
下

山
ふ
み
、
三
浦
ト
シ
子
、
木
村

繁
次
、
佐
々
木
る
魚
、
小
田
桐

悦
子
、
貴
田
キ
ン
子
、
小
野
登

志
子
、
安
保
富
喜
子
、
阿
部
セ

ッ
子
、
神
み
つ
象
、
対
馬
由
子

成
田
照
子
、
小
山
由
美
子
、
藤

田
妙
子
、
長
内
律
子
、
尾
崎
マ

サ
、
田
中
信
子
、
小
山
セ
ッ
子
 

大
会
は
 

（利用者が激増している神山スキー場） 
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◆発展地域 
湊・千鳥地区 
鳥森地区 
ーツ谷地区（駅裏附近） 
ば蕉地区 （布施病院附近） 

◆商業地域 

布屋町 金正堂前通り 

旭町 	平山歯科前通り

柏原町 マルキ前通り

ハイカラ町 東映前通り 

寺町 	第一生命前通り 

東町 	ドリーム前通り 

新町 	古二前通り 

上平井町 丸十前通り 

◆住宅地域 

敷島町 又上電気前通り 

鎌谷町 片岡商店前通り 

田町 	鹿内酒店前通り 

栄町 	宮崎工業所前通り

岩木町 田附歯科前通り

弥生町 佐藤旅館前通り 

柳町 	保育園前通り 

末広町 聖心前通り 
幾島町 神板金店前通り 
錦町 	中村内科前通り 
下平井町 磯の湯前通り 
雛田 	中島産婦人科前通り
中平井町 佐々木医院前通り 
元町 	土木事務所前通り
新宮町 安定所前通り 

かぜが流行しています 

かぜにかかつたら、なるべく 

人混みに出ないでください 

( %!' 	
. 
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④ 

旺
承
匹

1
玉
弁
男

か
ら
新
し
い
土
地
税

制
が
全
面
的
に
施
行

さ
れ
ま
す
が
、
ご
承

知
の
よ
う
に
、
新
し

い
土
地
税
制
で
は
、
 

国
の
土
地
政
策
の
一

貫
と
て
長
期
譲
渡
所

得
に
つ
い
て
分
離
比

例
課
税
方
式
が
導
入

さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
 

て
税
負
担
の
大
幅
な

軽
減
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
こ

こ
数
年
来
、
機
会
あ
る
ご
と
に

税
法
の
説
明
や
柵
談
を
行
な
い

納
税
者
の
理
解
に
努
め
て
き
ま
 

市
内
主
要
地
域
の
土
地
の
価
格
 
讐
営
整
馨
 
布
屋
町
は

1坪4
8
万
円
で
す
 

電
話
機
の
移
転
は
ニ
週

間
位
前

に
申
込
ん

で
く

だ
さ
い
 

加
入
電
話
架
設
の
申
込
み
お

よ
び
家
屋
の
新
築
や
改
築
の
た

め
、
電
話
機
を
移
転
す
る
工
事

の
申
し
込
み
が
非
常
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
 

電
話
局
で
は
、
そ
の
工
事
の

回
線
状
態
を
調
べ
る
た
め
現
場
 
 

t
た
カ
 
旺
末
匹
十
匹
年
分
に

申
告
状
況
を
み
て
も
、
依
然
と

し
て
過
少
申
告
が
多
い
よ
う
で

す
。
 

そ
こ
で
税
務
署
で
は
、
昭
和

四
十
五
年
分
か
ら
、
多
数
の
売

買
実
例
価
格
や
土
地
の
価
格
に

精
通
し
て
い
る
人
の
意
見
な
ど

を
基
に
し
た
土
地
の
価
格

（
時

価
）
を
発
表
し
て
、
土
地
取
引

き
の
正
常
化
に
つ
い
て
関
係
者

の
関
心
を
深
め
、
正
し
い
申
告

の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
 

次
表
の
価
格
は
、
昭
和
四
十

五
年
七
月
一
日
現
在
の
、
三

・

三
平
方
メ
ー
ト
ル
 （
一坪
）
あ

た
り
の
も
の
で
す
が
、
む
ろ
ん
 

に
行
っ
て
実
査
し
て
い
ま
す
が

町
名
や
番
地
が
不
正
確
で
あ
っ

た
り
、
該
当
す
る
電
柱
が
不
明

な
た
め
、
調
査
に
手
間
ど
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
で
、
今
後
、
加
入
電
話

の
架
設
や
電
話
機
の
設
置
場
所

の
変
更
は
、
次
の
こ
と
が
ら
を

お
調
べ
の
う
え
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
 

◇
新
し
く
電
話
機
を
設
置
す
 
 

売
手
と
」月
手
に
嘩
情
や
「
そ
に

他
の
取
引
成
立
の
事
情
に
よ
っ

て
は
、
こ
の
価
格
よ
り
高
く
あ

る
い
は
低
く
取
引
き
さ
れ
る
場

合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
 

し
か
し
、
最
近
の
土
地
の
需

給
状
況
か
ら
み
て
、
特
別
の
事

情
が
な
い
限
り
こ
の
価
格
程
度

で
取
引
き
さ
れ
て
い
る
の
が
実

情
の
よ
う
で
す
。
 

次
表
に
発
表
し
た
土
地
の
価

格
を
、
譲
渡
所
得
の
申
告
に
あ

た
っ
て
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

な
お
、
土
地
の
価
格
に
つ
い

て
相
談
し
た
い
人
は
、
遠
慮
な

く
税
務
署
に
申
し
出
て
く
だ
さ

し
 

る
町
名
、
番
地
を
詳
し
く
書
い

て
く
だ
さ
い
 

◇
最
寄
り
の
電
話
柱
番
号
と

そ
れ
か
ら
の
距
離
も
書
い
て
く

だ
さ
い
 
（
例・
敷
島
五
幹
八
号

か
ら
四
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
）
 

な
お
、
春
先
と
秋
頃
は
申
し

込
み
が
激
増
し
ま
す
の
で
、
設

置
の
変
更
お
ょ
び
室
内
の
移
転

は
二
週
間
位
前
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
 

子
ど

も

の
感
電
事

故
を

防
い
で
く
だ
さ
い
 

子
ど
も
は
、
と
か
く
冒
険
心

が
強
い
も
の
で
す
。
電
柱
や
鉄

塔
に
の
ぼ
っ
て
英
雄
気
ど
り
に

な
っ
た
り
、
支
線
に
ぶ
ら
さ
が
 

‘
》
  

っ
て
ゆ
す
っ
た
り
、
発
電
所
や

変
電
所
の
構
内
に
は
・
か
り込
ん

だ
り
し
ま
す
。
 

な
か
に
は
 「
電
線
に
さ
わ
っ

て
感
電
す
る
か
試
し
て
み
よ
う
 

」
な
ど
と
、
無
鉄
砲
な
子
ど
も

も
い
ま
す
。
雪
が
消
え
て
陽
気

に
な
り
ま
す
と
、
子
ど
も
の
屋

外
で
の
遊
び
も
多
く
な
り
ま
す

の
で
危
険
な
行
動
は
み
ん
な
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
職

相
談
を
行
な
っ
て

い
ま
す
 

青
森
市
古
川
一
丁
目
二
十
の

七
に
あ
る
、
青
森
県
内
職
公
共

職
業
補
導
所
で
は
、
毎
月
第
一
一

月
曜
日
、
五
所
川
原
公
共
職
業

安
定
所
で
、

セ
ー
タ
ー
か
ぎ
針

編
み
、
ビ
ー
ズ
刺
し
ゆ
う
、
時

計
バ
ン
ド
組
立
て
、

セ
ー
タ
ー
 

フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゆ
う
な
ど
の
、
 

内
職
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
ど
し
ど
し
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
 

特
定

毒
物
購

入
の
 

証
明
書
は
出
し

ま
せ
ん
 

。ハ
ラ
チ
オ
ン
、

T
B
P
P、

 

ペ
ス
ト
ツ
ク
ス
な
ど
を
含
有
す

る
特
定
毒
物
に
該
当
す
る
有
機

リ
ン
製
剤
は
、
四
月
一
日
か
ら

販
売
・
使
用
・
所
持
な
ど
が
、
 

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
か
ら
、
 

市
役
所
で
は
購
入
証
明
書
を
出

し
ま
せ
ん
。
 

,
 

.
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